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県
漁
連
の
令
和
六
年
度
通
常
総
会

が
、
六
月
二
十
五
日
に
新
潟
県
水
産
会

館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
新
潟
県
漁
協
役
職
員
永

年
勤
続
者
表
彰
と
し
て
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

● 

新
潟
漁
協　
　

南　
　

聡
美

● 

新
潟
漁
協　
　

石
黒
貴
衣
子

● 

新
潟
漁
協　
　

渡
辺　

英
也

● 

新
潟
漁
協　
　

佐
藤　

真
弘

● 

新
潟
漁
協　
　

原　
　

智
之

● 

佐
渡
漁
協　
　

金
子　

幸
雄

● 

県
漁
連　
　
　

市
橋　

栄
作

総
会
の
議
長
に
水
津
漁
協
の
高
野
代

表
理
事
組
合
長
が
選
出
さ
れ
審
議
に
移

り
、
令
和
五
年
度
事
業
報
告
、
令
和
六

年
度
事
業
計
画
等
の
報
告
が
行
わ
れ
、

全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 新

潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

◇
事
業
の
状
況

令
和
五
年
度
に
お
け
る
当
連
合
会
の

実
施
し
た
事
業
と
し
て
、
事
業
部
門
ご

と
の
実
績
の
う
ち
購
買
事
業
の
石
油
部

門
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
中
国
に

お
け
る
都
市
封
鎖
や
米
国
に
よ
る
利
上

げ
等
に
よ
り
原
油
価
格
は
値
動
き
の
大

き
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
全
漁
連
を

は
じ
め
と
す
る
仕
入
先
と
可
能
な
限
り

価
格
交
渉
を
行
い
、
安
定
供
給
に
努
め

ま
し
た
結
果
、
上
・
中
・
下
越
地
区
会

員
に
対
す
る
取
扱
い
に
加
え
、
員
外
利

用
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
対

比
で
数
量
九
〇
・
八
％
、
金
額
九
八
・

八
％
の
取
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

資
材
部
門
で
は
、
漁
網
鋼
類
、
舶
用

機
器
及
び
包
装
資
材
の
取
り
扱
い
は
増

加
し
た
も
の
の
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
魚

箱
の
取
り
扱
い
が
大
幅
な
減
少
に
よ

り
、
前
年
度
対
比
金
額
で
九
五
・
三
％

と
な
り
ま
し
た
。

製
氷
冷
凍
事
業
の
凍
氷
で
は
、
上
・

中
越
地
区
で
の
取
り
扱
い
が
減
少
し
た

も
の
の
、
冷
餌
料
に
お
い
て
は
、
篭
漁

に
使
用
す
る
冷
凍
サ
ン
マ
・
ニ
シ
ン
等

の
扱
い
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
対
比
金
額
一
二
〇
・
五
％
と
な
り
ま

し
た
。

販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
潟
市
場

扱
い
の
タ
イ
・
ブ
リ
・
ノ
ド
グ
ロ
、
刺

し
網
漁
で
の
マ
ダ
ラ
、
篭
漁
で
の
ナ
ン

バ
ン
エ
ビ
が
増
加
し
た
も
の
の
、
メ
ジ

マ
グ
ロ
・
ア
ジ
・
カ
レ
イ
類
・
海
藻
類

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
取
扱
い
数
量
は

減
少
し
た
も
の
の
、
魚
種
に
よ
っ
て

は
、
魚
価
の
回
復
も
み
ら
れ
た
こ
と
か

ら
取
扱
い
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
。
買

取
販
売
も
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
販
売

事
業
全
体
で
は
、
前
年
度
対
比
金
額
で

九
九
・
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
指
導
事
業
は
、
会
員
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
県
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
基
、
漁
協
組
織
強
化
・
漁
業
資

源
回
復
・
漁
業
就
業
者
確
保
及
び
育

成
・
燃
油
高
騰
対
策
・
浜
の
担
い
手
漁

船
リ
ー
ス
事
業
推
進
等
に
つ
い
て
、
県

並
び
に
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
積
極

的
な
事
業
展
開
に
努
め
た
こ
と
に
加

え
、
昨
年
八
月
に
東
電
福
島
第
一
原
発

か
ら
海
洋
放
出
さ
れ
た
ア
ル
プ
ス
処
理

水
へ
の
風
評
被
害
対
策
と
一
部
魚
種
の

禁
輸
措
置
に
係
る
漁
業
被
害
へ
の
対
応

を
積
極
的
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
こ
れ
ら
問
題
に
つ

い
て
は
注
視
し
、
会
員
各
位
と
の
情
報

の
共
有
と
ア
ル
プ
ス
基
金
事
業
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
と
致

し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
事
業
に
加
え
、
経

営
強
化
の
観
点
か
ら
事
業
管
理
費
等
の

削
減
を
図
る
な
ど
健
全
な
運
営
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
結

果
、
経
済
事
業
総
取
扱
高
は
二
十
三
億

六
千
四
百
六
十
二
万
円
、
事
業
利
益
は

七
千
七
百
五
十
五
万
円
と
な
り
、
当
期

剰
余
金
は
五
千
九
百
三
十
五
万
円
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
事
業
の
状
況
は
以
上

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
、
健
全
な
事
業
運

営
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
会
員
並
び
に
関
係
各
位
の
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
系
統
団
体
通
常
総
会
（
定
時
会
員
総
会
・

定
例
総
会
・
事
業
実
績
報
告
会
）
開
催

大切な海、美しく豊かに
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東
日
本
信
漁
連
が
設
立
さ
れ
、
第
三

事
業
年
度
と
な
る
令
和
五
年
度
は
、
令

和
六
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
、
管
内
住
民
・
利
用

者
・
会
員
・
漁
業
施
設
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
皆
様

に
対
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復
興
に
向

け
て
当
連
合
会
も
最
大
限
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

当
年
度
の
決
算
に
係
る
事
業
実
績
等

報
告
会
は
、
去
る
六
月
二
十
五
日
に
新

潟
県
水
産
会
館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

経
済
・
金
融
環
境
に
つ
い
て
は
、
令

和
五
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
位
置
づ
け
が
五
類
感
染
症
に

移
行
し
、
経
済
活
動
が
活
発
化
し
た
こ

と
や
、
物
価
上
昇
・
高
い
賃
上
げ
の
機

運
が
国
内
に
お
い
て
も
高
ま
っ
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
令
和
六
年
三
月
に
日
銀

が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
解
除
を
決
定
す

る
な
ど
、
変
化
の
大
き
な
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
当
連
合
会
と
し
て
は
、

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

新
潟
支
店

世
の
中
の
金
利
が
少
し
ず
つ
上
が
り
始

め
た
「
金
利
あ
る
世
界
」
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
の

か
、
よ
り
一
層
の
検
討
深
化
の
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

漁
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
燃
油
価
格

の
高
騰
等
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
概
ね
収
束
し

た
こ
と
も
あ
り
、
一
部
魚
種
に
つ
い
て

は
単
価
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
国
が
日
本
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
放
出
を
理
由
に
水
産
物
の
輸
入
を

停
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ホ
タ
テ
の
輸

出
量
に
つ
い
て
は
大
幅
な
減
少
傾
向
と

な
り
、
管
内
漁
業
者
に
も
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
、
当
連
合

会
経
営
状
況
は
、
経
常
利
益
七
九
三
百

万
円
（
事
業
計
画
対
比
＋
四
五
三
百
万

円
）、
当
期
剰
余
金
七
八
八
百
万
円
（
同

比
＋
四
七
七
百
万
円
）
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。
貯
金
・
貸
出
と
も
に
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
浜
に
出
向
く
体
制
の
構
築
と
漁
業

金
融
機
能
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
で

貯
金
七
、
〇
五
六
億
円
（
同
比
＋
二
一

二
億
円
）、
貸
出
金
一
、
二
四
五
億
円

（
同
比
＋
二
八
億
円
）
の
年
度
末
残
高

を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
管
理
費

は
四
、
七
七
八
百
万
円
（
同
比
＋
四
百

万
円
）
と
概
ね
計
画
通
り
の
着
地
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
効

率
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
六
年
四
月
に
宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
か
ら
信
用
事
業
を
譲
り
受
け
、
一

三
都
県
域
に
お
け
る
事
業
運
営
体
制
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
さ
ら
な

る
広
域
的
な
事
業
運
営
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
運
営
体
制

の
検
討
等
、
よ
り
一
層
経
営
の
効
率
性

を
高
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
漁
業
者
・

会
員
の
皆
様
へ
の
価
値
提
供
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
貯
蓄
推
進
業
務
】

年
二
回
の
貯
蓄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中

心
に
貯
蓄
推
進
活
動
を
展
開
し
、
年
度

末
残
高
七
、
〇
五
六
億
円
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
期
貯
蓄
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
寄
付
金
型
定
期
貯
金
を
販

売
し
、
お
預
か
り
し
た
定
期
貯
金
残
高

の
〇
・
〇
二
％
相
当
額
を
（
公
財
）
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
へ
寄
付
い
た
し
ま

し
た
。

【
貸
出
業
務
】

浜
に
出
向
く
体
制
と
し
て
、
役
職
員

一
体
と
な
っ
て
利
用
者
へ
の
訪
問
活
動

を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会

員
漁
協
や
大
規
模
漁
業
者
へ
の
大
口
資

金
需
要
へ
の
対
応
や
、
生
活
ロ
ー
ン
の

統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
等
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
年
度
末
残
高
一
、
二
四
五

億
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

未来を拡く、広域漁協
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◎
事
業
の
概
要

令
和
五
年
四
月
、
定
例
保
険
料
率
改

定
を
行
い
通
常
保
険
料
率
に
つ
い
て

は
、
普
通
損
害
保
険
で
は
平
均
五
・
一

二
％
の
引
下
げ
、
漁
船
船
主
責
任
保
険

基
本
損
害
で
平
均
二
・
六
六
％
の
引
下

げ
漁
船
積
荷
保
険
で
は
損
害
率
が
高
い

二
〇
〇
ト
ン
以
上
に
限
っ
て
引
上
げ
、

こ
れ
以
外
の
漁
船
積
荷
保
険
、
漁
船
船

主
責
任
保
険
乗
客
損
害
、
人
命
損
害
及

び
漁
船
乗
組
船
主
保
険
に
つ
い
て
は
据

置
と
し
た
。

令
和
六
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
は
石
川
県
を
始
め
富
山

県
、
新
潟
県
に
お
い
て
加
入
漁
船
に
被

害
が
発
生
し
、
本
組
合
で
は
保
険
金
の

早
期
支
払
い
及
び
円
滑
な
事
業
運
営
に

係
る
水
産
庁
か
ら
の
要
請
等
を
踏
ま

え
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
石
川
県

に
本
所
か
ら
役
職
員
を
派
遣
し
被
害
状

況
調
査
等
を
行
い
保
険
金
の
早
期
支
払

い
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
保
険
更
新
手

続
き
が
困
難
な
一
部
の
漁
協
に
お
い
て

は
弾
力
的
な
事
務
手
続
き
を
実
施
し

た
。 日

本
漁
船
保
険
組
合　
新
潟
県
支
所

な
お
、
大
日
本
水
産
会
を
通
じ
て
三

〇
万
円
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

を
通
じ
て
一
〇
〇
万
円
の
義
援
金
を

贈
っ
た
。

今
年
度
も
特
別
準
備
金
を
用
い
て
実

施
し
て
い
る
事
故
防
止
対
策
・
無
事
戻

事
業
・
啓
発
普
及
事
業
・
施
設
設
置
事

業
・
整
備
点
検
事
業
・
船
舶
自
動
識
別

（
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
助
成
金
交
付
事
業
及
び
普

及
宣
伝
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実

施
致
し
ま
し
た
。

◎
保
険
事
業

一
、
普
通
保
険

本
年
度
の
加
入
隻
数
は
二
、
二
九
七

隻
で
対
前
年
比
四
七
隻
の
減
少
、
保
険

金
額
は
一
二
九
億
六
六
、
八
七
千
円

で
、
対
前
年
比
一
二
三
、
九
四
〇
千
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
純
保
険
料
は

一
四
六
、
七
二
四
千
円
で
対
前
年
比

一
、
八
八
七
千
円
の
減
少
で
す
。
減
少

の
要
因
は
休
船
や
廃
業
の
自
然
減
少
が

主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
保
険
金
支
払
い
は
三
二
八
件

で
対
前
年
比
五
件
の
増
加
で
、
高
額
な

支
払
い
が
多
く
支
払
保
険
金
額
が
一
九

〇
、
一
七
九
千
円
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

額
と
な
り
損
害
率
が
一
二
九
・
六
％
で

高
止
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
額
支

払
が
多
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
、
火
災

や
エ
ン
ジ
ン
関
連
の
整
備
不
良
、
設
備

類
の
経
年
劣
化
が
主
な
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
基
本
損
害
）

本
年
度
の
加
入
隻
数
は
普
通
保
険
と

同
じ
く
二
、
二
九
七
隻
で
し
た
。
一
隻

当
た
り
の
平
均
加
入
保
険
金
額
は
一
九

四
、
四
七
一
千
円
で
対
前
年
比
二
、
七

三
九
千
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
目
標
と

し
て
い
る
全
国
平
均
の
保
険
金
額
六
七

四
、
〇
〇
〇
千
円
に
は
遠
く
、
今
後
も

責
任
制
限
額
を
目
標
と
し
て
保
険
金
額

の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
推
進
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
険
金
の
支
払
い
は
一
八
件
で
、
支

払
保
険
金
は
二
六
、
八
二
五
千
円
と
な

り
対
前
年
比
二
〇
、
九
三
六
千
円
の
増

加
で
す
。
全
損
事
故
に
よ
る
船
骸
撤
去

費
用
が
発
生
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。
そ
の
他
の
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は

概
ね
計
画
通
り
に
推
移
い
た
し
ま
し

た
。

◎
特
別
準
備
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た

事
業

一
、
事
故
防
止
対
策
事
業

前
年
度
と
同
様
に
以
下
の
事
業
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
①
無
事
戻
事
業
（
平

成
三
一
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
の
三
年

間
）
保
険
金
請
求
が
無
か
っ
た
組
合
員

に
対
し
総
額
一
〇
、
三
五
七
千
円
を
お

支
払
い
た
し
ま
し
た
。
②
啓
発
普
及
事

業
（
令
和
五
年
度
よ
り
三
ヶ
年
計
画
で

加
入
漁
船
へ
帽
子
と
衝
突
予
防
旗
の
配

布
の
初
年
度
で
佐
渡
地
区
の
更
新
を
向

え
た
地
区
へ
配
布
し
ま
し
た
。）
③
整

備
点
検
事
業
（
地
元
の
鉄
工
所
等
の
協

力
を
得
て
加
入
漁
船
八
一
隻
に
係
る
、

機
関
の
整
備
点
検
を
実
施
し
費
用
の
全

額
を
お
支
払
し
ま
し
た
。）
④
船
舶
自

動
識
別
装
置
助
成
金
交
付
事
業
（
Ａ
Ｉ

Ｓ
搭
載
船
三
〇
隻
に
対
し
て
、
保
険
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。）

二
、
普
及
宣
伝
事
業

県
下
の
漁
協
担
当
者
研
修
会
を
佐
渡

地
区
と
新
潟
地
区
に
分
か
れ
て
開
催

し
、
漁
船
保
険
の
推
進
や
事
故
へ
の
対

応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
以
上
が
事
業
の
概
要
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
報
告
が
で
き
ま
す
こ

と
は
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
支
援

合成洗剤追放運動を地域ぐるみで実行しよう
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と
、
組
合
員
各
位
並
び
に
漁
業
協
同
組

合
の
役
職
員
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
制
度
の
使
命
を
十
分
果
た
し
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
漁
業
経
営
に
貢

献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

◎
令
和
六
年
度
事
業
計
画
並
び
新
潟
県

支
所
の
組
織
体
制

加
入
計
画
は
過
去
の
実
績
を
勘
案

し
、
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
基
幹
と
な

り
ま
す
普
通
保
険
は
引
受
隻
数
を
対
前

年
比
三
％
の
減
少
で
、
二
、
二
三
〇
隻

と
し
保
険
金
額
は
一
二
六
億
六
、
九
六

三
千
円
、
純
保
険
料
は
一
四
六
、
五
五

三
千
円
の
計
画
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
他
の
保
険
も
過
去
の
実
績
を
勘
案
し

計
画
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
準
備

金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
例
年
と
お
り
の
規
模
で
実
施

致
し
ま
す
。

新
潟
県
支
所
運
営
委
員
の
任
期
任
期

満
了
に
伴
い
次
の
と
お
り
本
所
会
長
よ

り
委
員
の
委
嘱
が
あ
り
ま
し
た
。
運
営

委
員
の
任
期
は
令
和
六
年
六
月
一
日
よ

り
令
和
九
年
五
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

【
運
営
委
員
会
】

運
営
委
員
長　
　

脇
坂
三
重
城

運
営
副
委
員
長　

寺
尾　

和
弥

運
営
委
員　
　
　

磯
谷　

光
一

　

〃　
　
　
　

仲
田　

紀
夫

　

〃　
　
　
　

関
本　
　

貢

　

〃　
　
　
　

本
間　
　

勉

　

〃　
　
　
　

葛
西　

澄
人

　

〃　
　
　
　

富
樫　
　

聰（
新
任
）

　

〃　
　
　
　

本
間　

信
俊（
新
任
）

　

〃　
　
　
　

水
野　

信
明

　

〃　
　
　
　

伊
藤　
　

透（
員
外
）

【
職
員
】

支
所
長　
　
　

伊
藤　
　

透

統
括
部
部
長　
　

金
子　

真
吾

総
務
課
課
長
代
理（
総
務
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

香
織

業
務
課
課
長
代
理（
引
受
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

早

業
務
課
課
長
代
理（
審
査
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

本
間　

義
基

業
務
課
技
師　
　

矢
島　

耕
輔

総
務
課　

嘱
託　

澤
田　

和
香
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全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
新
潟
支
所

の
事
業
報
告
会
が
、
六
月
二
十
五
日
に

新
潟
県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。全

国
組
織
で
は
、
令
和
五
年
度
に
理

事
を
四
十
一
名
か
ら
二
十
一
名
に
、
監

事
を
三
十
八
名
か
ら
十
一
名
に
大
幅
削

減
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
潟
支
所
で
は

令
和
五
年
七
月
か
ら
執
行
役
員
を
置
い

て
業
務
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
は
、
五
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
位
置
づ
け
が
軽
減
さ
れ

た
こ
と
で
、
社
会
・
経
済
活
動
が
活
発

に
な
り
、
国
内
景
気
が
大
き
く
回
復
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中

東
地
域
の
先
の
見
え
な
い
国
際
情
勢
と

著
し
い
円
安
に
よ
っ
て
様
々
な
物
価
が

上
昇
す
る
と
と
も
に
、
賃
上
げ
に
よ
る

人
件
費
の
増
加
も
生
じ
て
い
ま
す
。

国
内
水
産
業
は
、
景
気
回
復
と
輸
入

水
産
物
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
産
地
市
場

で
は
多
く
の
魚
価
が
前
年
を
上
回
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
燃
油
や
漁
業
資
材
の

高
騰
、
生
活
に
係
る
諸
費
用
の
増
加
に

よ
っ
て
、
漁
業
者
は
厳
し
い
経
営
が
続

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
新
潟
支
所

い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
県
水
産
業
は
、
水
産
資
源
の
減

少
、
後
継
者
不
足
等
の
課
題
は
あ
る
も

の
の
、
県
内
産
地
市
場
の
魚
価
は
全
国

同
様
に
上
昇
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
水
揚
額
の
大
き
い
ス
ル
メ
イ

カ
、
秋
サ
ケ
、
寒
ブ
リ
が
不
漁
に
な
っ

た
こ
と
や
、
海
水
温
の
上
昇
に
伴
う
魚

種
の
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
水
揚

し
て
い
る
漁
協
や
漁
業
者
に
と
っ
て
厳

し
い
経
営
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
六
年
元
旦
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で
は
大
き
な
被
害
は
免

れ
た
も
の
の
、
上
越
地
区
で
漁
船
や
漁

業
施
設
等
の
損
傷
、
そ
し
て
急
深
な
漁

場
で
は
漁
獲
量
の
減
少
等
の
被
害
が
生

じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
潟
支
所
で

は
、
燃
油
・
資
材
の
高
騰
、
温
暖
化
や

震
災
等
の
影
響
を
受
け
た
漁
業
者
等
に

対
し
て
細
や
か
な
経
営
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
漁
業
後
継
者
や
新
規
就

業
者
、
そ
し
て
経
営
改
善
に
向
け
た
新

た
な
取
組
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

を
実
行
す
る
た
め
、
国
の
支
援
制
度
を

適
切
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
金
融
機

関
と
協
力
し
て
本
県
水
産
業
の
振
興
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
概
要

令
和
五
年
度
は
、
漁
船
リ
ー
ス
事
業

が
四
件
（
前
年
度
０
件
）、
そ
れ
以
外

の
一
千
万
円
以
上
の
保
証
契
約
が
前
年

度
と
同
じ
四
件
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

保
証
額
は
前
年
度
よ
り
一
億
七
千
九
百

四
十
六
万
円
増
加
し
て
、
三
億
六
千
三

百
十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
年
度
末
の
保
証
残
高
は
十
八
億
九

千
百
二
十
四
万
円
と
な
り
前
年
度
を
五

千
三
百
九
十
八
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

保
証
料
収
入
は
前
年
度
よ
り
十
三
万

円
増
加
し
て
一
千
三
百
二
十
二
万
円
と

な
り
、
運
用
益
収
入
は
前
年
度
よ
り
七

万
円
増
加
し
一
千
四
百
八
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

求
償
権
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
約
六

割
と
な
る
百
三
万
円
を
回
収
し
、
ま
た

償
却
が
三
件
七
百
九
十
四
万
円
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
本
年
度
末
の
求
償
権
残

高
は
前
年
度
よ
り
八
百
九
十
八
万
円
減

少
し
、
二
千
三
百
三
十
七
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

経
常
利
益
は
百
五
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

で
し
た
が
、
有
価
証
券
の
売
却
益
に

よ
っ
て
、
当
期
利
益
は
三
百
一
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

新
潟
支
所
の
組
織
体
制

令
和
六
年
度
の
組
織
体
制
は
前
年
度

と
同
じ
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
の

運
営
委
員
、
執
行
役
員
の
任
期
は
令
和

八
年
六
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

《
運
営
委
員
会
》

運
営
委
員
長　

寺
尾　

和
弥

運
営
委
員　
　

河
村　

智
志

　

〃　
　
　

大
橋　

敦
史

　

〃　
　
　

末
武　

嗣
朗

　

〃　
　
　

樋
口　

雄
一

　

〃　
　
　

富
樫　
　

聰

　

〃　
　
　

本
間　
　

勉

　

〃　
　
　

大
門　

燈
一

《
職
員
》

執
行
役
員　
　

安
澤　
　

弥

副
所
長　
　

齋
藤　

真
弓

課
長
補
佐　
　

一
箭　

義
貴

気象聞いたか、備えはよいか
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六
月
二
十
五
日
、
水
産
会
館
に
お
い

て
、
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
上

越
市
漁
協
の
仲
田
組
合
長
が
議
長
と
な

り
議
事
が
進
め
ら
れ
、
全
議
案
が
提
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
役
員
の
補
欠
選
任
も
承
認
さ
れ
、

次
の
役
員
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

会
長
理
事　

寺
尾　

和
弥（
漁
連
会
長
）

専
務
理
事　

藤
田　

利
昭（
員　
　

外
）

理
事　
　
　

河
村　

智
志（
新
潟
県
）

〃　
　
　

小
川　

良
和（
村
上
市
）

〃　
　
　

星
野　

剛
正（
糸
魚
川
市
）

〃　
　
　

末
武　

嗣
朗（
佐
渡
市
）

〃
（
新
）　

内
藤　

良
治（
出
雲
崎
町
）

〃　
　
　

葛
西　

澄
人（
大
倉
漁
業
）

〃　
　
　

磯
谷　

光
一（
上
越
漁
協
）

〃　
　
　

土
屋　

貞
男（
新
潟
漁
協
）

〃　
　
　

水
野　

信
明（
姫
津
漁
協
）

〃　
　
　

皆
川　

雄
二（
内
漁
連
）

〃　
　
　

村
山　

賢
二（
阿
賀
野
川
）

〃　
　
　

丸
山
チ
カ
子（
県
女
性
連
）

監
事　
　
　

大
橋　

敦
史（
新
潟
市
）

〃　
　
　

小
池　

正
容（
内
浦
漁
協
）

〃　
　
　

佐
藤　

克
雄（
三
面
川
漁
協
）

（
公
社
）新
潟
県
水
産
振
興
協
会

◇
事
業
概
要
と
決
算

当
協
会
の
業
務
は
、「
栽
培
漁
業
の

推
進
」、「
漁
港
漁
場
整
備
の
促
進
」、

そ
し
て
「
水
産
振
興
基
金
の
運
用
益
を

活
用
し
た
助
成
事
業
」
の
三
つ
の
柱
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
漁
業
で
は
、
令
和
５
年
度
も
ヒ

ラ
メ
、
ア
ユ
の
種
苗
生
産
・
配
布
・
放

流
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ク
ル
マ
エ
ビ

種
苗
の
斡
旋
・
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
に
つ
い
て
は
、
村
上
事
業
所

で
生
産
し
た
全
長
50
～
80
㎜
以
上
の
種

苗
22
万
尾
を
県
内
の
漁
協
等
に
配
布
・

放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
か
ら

富
山
県
ま
で
の
広
域
資
源
造
成
支
援
事

業
を
受
託
し
、
背
ビ
レ
カ
ッ
ト
し
た
ヒ

ラ
メ
を
含
む
３
万
尾
の
種
苗
を
放
流
し

ま
し
た
。

ア
ユ
に
つ
い
て
は
、
内
水
面
の
関
係

漁
協
に
中
間
育
成
用
の
種
苗
１
２
５
万

尾
を
出
荷
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ア
ワ
ビ
種
苗
25
万
個
、
サ

ザ
エ
種
苗
12
万
個
、
ク
ル
マ
エ
ビ
種
苗

20
万
尾
を
県
外
か
ら
購
入
し
、
漁
業
関

係
者
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

漁
港
漁
場
整
備
に
関
し
ま
し
て
は
、

秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
北

日
本
地
区
漁
港
漁
場
協
議
会
は
、
洪
水

に
よ
り
書
面
決
議
と
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
漁
港
漁
場
大

会
集
会
に
は
関
係
者
３
名
で
出
席
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
一
月
に
は
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
整
備
の
促
進

に
関
す
る
提
言
を
国
へ
要
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
県
内
各
地
で
、
漁
港
や

海
岸
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
を
支
援
す
る
事
業
も
引
き
続
き
行

い
ま
し
た
。

基
金
の
運
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不

安
定
な
金
融
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
円
安
が
継
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
米
ド
ル
、
豪
ド
ル
建
て
の
商
品
が

高
利
回
り
を
維
持
し
、
運
用
益
は
昨
年

よ
り
三
百
万
円
多
い
五
千
三
百
万
円
余

り
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
継
続
す
る

中
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
用
益
を
活
用
し
た
助
成
事
業

に
関
し
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
の
漁
協

指
導
や
、
漁
場
の
環
境
保
全
、
漁
業
後

継
者
の
育
成
、
魚
食
普
及
の
推
進
、
コ

ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
団
体
等
に
助
成

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
例
年

ど
お
り
、
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源
の
増
殖
活

動
に
対
す
る
助
成
事
業
も
実
施
し
ま
し

た
。以

上
の
取
組
み
を
実
施
す
る
中
で
、

令
和
五
年
度
の
決
算
は
、
経
費
の
節
減

や
基
金
の
運
用
益
が
順
調
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
栽
培
漁
業
に
か
か
る
電
気

料
金
等
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
費
が

増
大
し
た
も
の
の
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
経
常
収
支
は
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。令

和
六
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
で
収
支
予
算
の
見
込

み
が
た
ち
に
く
い
状
況
で
す
が
、
五
年

度
と
同
様
の
事
業
に
助
成
を
行
う
計
画

で
す
。
水
産
業
界
全
体
が
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
明
る
い
兆
し
も
見
え

る
中
、
本
協
会
の
使
命
で
あ
る
本
県
水

産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
よ
う
効
率
的

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

競争から共存共栄へ
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全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合　

新
潟
県

事
務
所
の
実
績
等
報
告
会
は
、
去
る
六

月
二
十
五
日
、「
新
潟
県
水
産
会
館
」

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
事
業
概
況
）

「
ぎ
ょ
さ
い
」
と
「
積
立
ぷ
ら
す
」

は
漁
業
者
に
十
分
認
知
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
よ
り
一
層
の
定
着
を
期
し
、

「
ぎ
ょ
さ
い
普
及
推
進
全
国
運
動
」
を

展
開
し
ま
し
た
。
令
和
五
年
度
に
お
い

て
は
、
国
・
地
方
自
治
体
・
漁
協
系
統

団
体
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
組
織

一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
な
普
及
推
進
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
漁
業
共
済
の
契
約
実
績

は
共
済
金
額
で
約
五
十
五
億
五
千
二
百

万
円
（
前
年
対
比
九
十
五
％　

三
億
九

百
万
円
の
減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。
新

規
契
約
等
で
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た

が
、
一
方
、
沖
合
底
曳
漁
業
の
廃
業
や

養
殖
業
の
尾
数
減
、
定
置
漁
業
の
支
払

い
か
ら
の
自
然
減
の
影
響
で
大
変
厳
し

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

�

新
潟
県
事
務
所

い
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
積
立
ぷ
ら
す

の
引
受
実
績
は
、
漁
業
者
積
立
額
約
四

億
七
千
二
百
万
円
（
前
年
対
比
一
一

一
％
）
で
約
四
千
五
百
万
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き

大
変
な
年
度
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
漁

業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
関
係
各
位
の

ご
支
援
並
び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。一

方
、
支
払
い
の
状
況
は
、
漁
業
共

済
全
体
で
約
一
億
九
千
三
百
万
円
（
前

年
対
比
八
七
％　

約
三
千
万
円
の
減

少
）
と
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
漁

獲
共
済
の
支
払
い
で
は
、
ま
き
網
漁
業

の
支
払
い
、
定
置
漁
業
で
は
主
力
魚
種

で
あ
る
ブ
リ
・
サ
ケ
の
不
振
が
続
い
て

お
り
依
然
と
し
て
支
払
額
が
高
止
ま
り

し
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
積
立

ぷ
ら
す
の
払
戻
は
、
払
戻
額
約
十
億
六

千
八
百
万
円
（
前
年
対
比
一
〇
二
％
）

と
な
り
漁
業
共
済
と
積
立
ぷ
ら
す
の
支

払
い
を
合
わ
せ
る
と
十
二
億
六
千
万
円

と
大
き
な
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
制
度
の
責
任
を
果
た
す
と
と

も
に
、
漁
業
経
営
に
し
っ
か
り
と
貢
献

で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
主
力
魚
種
の
不
漁
な
ど
油
断
で
き

な
い
状
況
は
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
少
し
で
も
漁
業
経
営
の
助
け
と
な
れ

る
よ
う
、
よ
り
良
い
制
度
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
基
本
方
針
）

我
が
国
の
漁
業
は
、
漁
業
就
業
者
の

減
少
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
、
外
国
漁

船
の
違
法
操
業
、
海
洋
環
境
の
変
化
等

に
よ
る
さ
ん
ま
、
い
か
、
さ
け
等
の
資

源
減
少
、
さ
ら
に
は
円
安
や
国
際
情
勢

の
不
安
定
化
に
よ
り
燃
油
・
飼
料
価
格

の
高
騰
が
続
く
な
ど
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
台
風
や

豪
雨
な
ど
の
災
害
、
年
明
け
に
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
、
漁
業
経
営
や
漁

協
・
漁
村
は
依
然
と
し
て
不
安
定
な
状

態
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
電
力

に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
中

国
・
ロ
シ
ア
に
よ
る
水
産
物
の
輸
入
制

限
措
置
の
実
施
と
い
っ
た
新
た
な
問
題

も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
漁
業
環
境
を
踏

ま
え
、
国
は
漁
業
経
営
を
支
え
る
「
漁

業
収
入
安
定
対
策
事
業
（
積
立
ぷ
ら

す
・
掛
金
追
加
補
助
）」
に
対
し
て
前

年
度
の
五
百
八
十
二
億
円
に
続
き
、
令

和
五
年
度
補
正
予
算
と
令
和
六
年
度
予

算
で
計
四
百
二
十
七
億
円
を
確
保
し
、

基
金
の
積
み
増
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

国
は
新
た
な
水
産
基
本
計
画
に
基
づ

い
て
、
漁
業
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚

種
の
拡
大
や
Ｉ
Ｑ
管
理
の
導
入
を
図
る

と
同
時
に
、
複
数
の
漁
法
等
に
よ
る
複

合
的
な
漁
業
へ
の
転
換
を
含
む
漁
船
漁

業
の
構
造
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

「
ぎ
ょ
さ
い
」
と
「
積
立
ぷ
ら
す
」
に

つ
い
て
も
、
制
度
の
持
続
的
か
つ
安
定

的
な
運
営
の
確
保
と
漁
業
を
取
り
巻
く

状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
水

産
基
本
計
画
等
に
基
づ
い
た
制
度
見
直

し
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
漁
協
系
統
・
漁
業

者
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
と
協
議
を
通

じ
て
、
漁
業
実
態
の
変
化
や
漁
業
者
の

意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
た
制
度
と
な
る

よ
う
に
努
力
を
傾
注
し
て
い
く
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

漁場環境の保全と豊かな漁村づくりを推進しよう
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（
事
業
計
画
）

引
き
続
き
、「
ぎ
ょ
さ
い
普
及
推
進

全
国
運
動
」
を
展
開
す
る
も
の
と
い
た

し
ま
す
。

本
年
度
加
入
計
画
「
ぎ
ょ
さ
い
」
で

共
済
金
額　

五
十
九
億
二
千
万
円
、

「
積
立
ぷ
ら
す
」
で
漁
業
者
積
立
額　

四
億
二
千
九
百
万
円
を
設
定
し
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。今

後
も
、
厳
し
い
漁
業
環
境
が
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
ぎ
ょ
さ
い
」
と

「
積
立
ぷ
ら
す
」
の
果
た
す
役
割
へ
の

漁
業
関
係
者
の
期
待
は
引
き
続
き
非
常

に
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
、
漁
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機

能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
国
、

地
方
自
治
体
、
漁
協
系
統
、
漁
業
者
団

体
と
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層
浸

透
・
定
着
さ
せ
、
漁
業
経
営
の
安
定
に

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



水 産 に い が た第 448 号　 令和 6 年 7 月発行 （　）10

去
る
六
月
二
十
五
日
、
新
潟
県
水
産

会
館
に
お
い
て
新
潟
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進

本
部
第
二
八
回
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
以
下
の
二
点
に
つ

い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
六
年
一
月
一
日
に
発
生
し
、
本
県

に
お
い
て
も
、
住
宅
等
の
建
物
被
害
、

液
状
化
現
象
を
起
因
と
し
た
道
路
の
隆

起
や
陥
没
、
漁
港
施
設
へ
の
損
害
、
漁

船
や
漁
具
の
流
失
な
ど
甚
大
な
被
害
を

引
き
起
こ
し
た
能
登
半
島
地
震
に
対

し
、
地
震
発
生
直
後
よ
り
震
度
五
強
以

上
の
地
域
へ
鑑
定
人
同
行
に
よ
り
全
契

約
の
被
害
状
況
の
調
査
を
行
い
迅
速
な

共
済
金
の
お
支
払
い
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
現
時
点
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
お

支
払
い
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
続
い

て
「
令
和
六
年
度
Ｊ
Ｆ
共
済
優
績
組

合
」（
内
海
府
・
内
浦
・
水
津
漁
協
）

が
選
考
・
決
定
さ
れ
た
事
を
説
明
報
告

致
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
共
水
連
北
陸
事
業
本

部
菅
原
本
部
長
の
臨
席
を
得
、
寺
尾
推

進
本
部
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入

新
潟
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部

り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
の
令
和
五
年
度
事
業
報

告
は
、
長
期
共
済
新
規
目
標
三
十
五
億

二
千
三
百
万
円
に
対
し
二
十
一
億
七
千

五
百
二
十
万
円
と
な
り
、
保
有
は
二
百

七
十
六
億
八
千
三
百
六
十
万
円
を
確
保

し
ま
し
た
。「
浜
の
笑
顔
を
共
済
と
と

も
に
」
Ｊ
Ｆ
共
済
３
か
年
計
画
の
初
年

度
と
し
て
、「
浜
の
安
心
サ
ポ
ー
ト
運

動
」
を
基
軸
と
し
た
普
及
啓
蒙
活
動
を

展
開
し
、
特
に
既
契
約
者
に
対
す
る
保

障
（
補
償
）
内
容
確
認
及
び
契
約
内
容

の
適
正
化
に
力
点
を
置
き
、
制
度
利
用

者
の
満
足
度
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、「
月
次
数
量
・
行
動
計
画

管
理
」
を
徹
底
す
る
こ
と
で
事
業
量
目

標
の
達
成
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
実

施
し
Ｊ
Ｆ
の
共
済
事
業
収
入
の
拡
大
を

目
指
し
、「
組
合
員
と
地
域
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
」
こ
と
を
理
念
に
掲

げ
、
最
後
ま
で
組
合
と
推
進
本
部
が
一

体
と
な
っ
た
推
進
活
動
に
懸
命
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
短
期
共
済
目
標
額
三
百

九
十
三
億
六
千
三
百
八
万
円
に
対
し
、

三
百
七
十
一
億
三
百
二
十
万
円
と
達
成

率
は
九
四
％
と
な
り
ま
し
た
。
支
払
い

共
済
金
に
つ
い
て
は
、
事
故
に
よ
る
支

払
及
び
満
期
共
済
金
、
ね
ん
き
ん
の
支

給
額
を
合
わ
せ
る
と
七
億
九
百
八
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
長
期
・
短
期
共
済
払

込
掛
金
合
計
は
五
億
二
百
三
十
七
万
八

千
七
十
円
で
あ
り
、
そ
の
事
業
に
対
す

る
漁
協
へ
の
付
加
収
入
は
、
二
千
八
百

三
十
三
万
一
千
五
十
五
円
を
交
付
し
暮

ら
し
の
保
障
と
漁
協
の
経
営
に
寄
与
し

ま
し
た
。

第
二
号
議
案
の
令
和
六
年
度
事
業
計

画
は
、
Ｊ
Ｆ
共
済
３
か
年
計
画
の
中
間

年
度
と
な
り
、
引
き
続
き
、
原
点
に
立

ち
返
り
共
済
理
念
の
実
現
を
目
指
し
、

組
合
の
普
及
啓
蒙
活
動
を
強
力
に
支
援

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
・
付
加

収
入
増
率
奨
励
～
「
組
合
員
の
た
め
」

が
「
組
合
の
た
め
に
」
～
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
共
済
事
業
収
入
の
維
持
・
拡

大
を
は
か
り
安
定
し
た
組
合
事
業
運
営

の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
具

体
的
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
浜
の
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
定
着
化
を

は
か
り
、
あ
わ
せ
て
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
「
月
次
数
量
・
行
動
計
画
管
理
の

徹
底
」
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
事

業
量
目
標
の
達
成
、
さ
ら
に
は
継
続
的

な
事
業
基
盤
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と

で
、
Ｊ
Ｆ
共
済
事
業
の
健
全
性
・
信
頼

性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
加
え
て
、

近
年
海
難
事
故
が
多
発
し
た
教
訓
か

ら
、
協
同
組
合
運
動
に
根
ざ
し
た
「
全

漁
業
者
へ
の
保
障
提
供
の
実
現
」
に
向

け
た
普
及
推
進
活
動
を
Ｊ
Ｆ
と
推
進
本

部
が
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。

各
議
案
に
つ
い
て
異
議
な
く
承
認
と

な
り
、
暮
ら
し
の
保
障
（
補
償
）
の
充

実
に
努
力
し
、
積
極
的
に
普
及
活
動
に

取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

みんなで築こう浜の信頼　漁協合併！
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令
和
六
年
度
新
潟
県
漁
業
士
会
の
通

常
総
会
が
四
月
十
三
日
（
土
）
新
潟
県

水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

杉
戸
会
長
の
挨
拶
後
、
議
長
に
上
越

漁
協
筒
石
支
所
の
七
原
祐
介
漁
業
士
が

選
任
さ
れ
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。第

一
号
議
案
「
役
員
の
改
選
に
つ
い

て
」
二
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
役

員
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
「
令
和
五
年
度
の
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第

三
号
議
案
「
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」、
ま

た
、
規
約
の
改
正
が
行
わ
れ
「
水
産
物

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
の
日
当
に
つ
い
て
」

審
議
さ
れ
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
活
動
と
し
て
、
Ｊ
Ｆ

い
し
か
わ
と
の
意
見
交
換
会
、
福
井
県

で
開
催
さ
れ
た
日
本
海
ブ
ロ
ッ
ク
漁
業

士
研
修
会
、
ス
ー
パ
ー
で
の
水
産
物
販

売
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
新
潟
県
青
壮
年
・

女
性
漁
業
者
交
流
大
会
で
の
活
動
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
漁
業
士
会

そ
の
後
、
研
修
会
と
し
て
、
㈱
雨
風

太
陽
の
代
表
取
締
役
の
高
橋
博
之
様
を

講
師
と
し
て
招
き
『
産
直
ア
プ
リ
「
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
」
を
活
用
し
た
魚
の

販
売
事
例
と
海
業
の
展
開
に
つ
い
て
』

と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
新
役
員
〉

会　

長　

石
見　

健
一
（
左
写
真
）

副
会
長　

山
田　

吉
弘

副
会
長　

脇
坂　
　

聡

幹　

事　

久
保
田
秀
長

幹　

事　

石
井　

裕
之

幹　

事　

齊
藤　

洋
佑

監　

事　

本
間　

喜
昭

監　

事　

寺
尾　

拓
弥

新
潟
県
小
型
い
か
釣
漁
業
協
議
会
の

通
常
総
会
が
四
月
二
十
日
（
土
）
新
潟

県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
小
型
い
か
釣
漁
業
協
議
会

第
一
号
議
案
「
令
和
五
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第
二

号
議
案
「
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第
三
号
議
案

「
役
員
改
選
に
つ
い
て
」
一
号
か
ら
三

号
議
案
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
六
年
度
漁
期
に
お
け
る

「
新
潟
県
沖
合
の
操
業
取
り
決
め
事
項
」

及
び
石
川
県
か
ら
山
形
県
の
四
県
に
よ

る
「
操
業
自
主
規
制
に
関
す
る
同
意

書
」
は
資
源
保
護
や
魚
価
の
安
定
並
び

に
操
業
秩
序
の
確
立
等
を
目
的
と
し
て

四
県
合
同
会
議
に
て
決
定
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
能
登
半
島
地
震
の
影
響

を
鑑
み
書
面
議
決
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
他
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、「
い

か
釣
漁
業
に
お
け
る
マ
グ
ロ
被
害
報
告

シ
ー
ト
」
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
り
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
案
に
あ
り
ま
し
た
役
員
の

改
選
に
つ
い
て
、
全
役
員
が
再
任
い
た

し
ま
し
た
。

〈
新
役
員
〉

会　

長　

村
尾　

長
則

副
会
長　

本
間　
　

勉

副
会
長　

石
見　

万
三

幹　

事　

仲
田　

紀
夫

幹　

事　

津
畑　

和
義

幹　

事　

脇
坂
三
重
城

幹　

事　

岩
崎　

裕
一

幹　

事　

堺　
　

康
成

幹　

事　

森
川　

敏
幸

四
月
十
六
日
㈫
新
潟
漁
協
岩
船
港
支

所
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
漁
業　

資

源
を
守
る
会
の
第
一
回
役
員
会
が
開
催

さ
れ
、
来
賓
と
し
て
新
潟
県
水
産
課
、

新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
か
ら
五
名
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
題
「
令
和
五
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第

二
号
議
題
「
令
和
六
年
度
事
業
計
画

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
」、
第
三
号
議
題
「
役
員
改
選
に

つ
い
て
」
第
一
号
議
題
か
ら
第
三
号
議

題
の
全
議
題
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
の
中
で
水
産
海
洋
研
究
所
池

田
主
任
研
究
員
よ
り
、「
マ
ガ
レ
イ
日

本
海
系
群
の
漁
獲
量
減
少
に
関
す
る
考

漁
業
資
源
を
守
る
会

第
一
回
役
員
会

魚のたんぱく質と脂肪は、健康（長寿）の源
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察
」
や
主
な
底
魚
類
等
の
漁
獲
動
向
に

つ
い
て
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
類
他
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ガ
レ
イ

の
漁
獲
量
減
少
の
背
景
に
、
近
年
は
生

息
深
度
が
深
い
側
へ
移
動
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
資
源
量
減
少
と
合
わ
せ
、
操

業
水
深
も
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
本
会
よ
り
最
近
の
国
内
石
油

情
勢
に
つ
い
て
説
明
、
役
員
会
は
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
案
に
あ
り
ま
し
た
役
員
改

選
に
つ
い
て
は
、
各
漁
協
よ
り
十
三
名

が
推
薦
さ
れ
次
の
通
り
新
役
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

《
新
役
員
》

会　

長　

渡
邉　

裕
太

副
会
長　

島
村　

榮
一

副
会
長　

齊
藤　

洋
佑

副
会
長　

本
間　

明
治

幹　

事　

古
俣　
　

勝

幹　

事　

東
海
林
真
人

渡邉　裕太　会長

幹　

事　

井
村　

大
洋

幹　

事　

島
田　

義
美

幹　

事　

当
摩　

正
次

幹　

事　

松
門　

良
一

幹　

事　

本
間　

満
広

幹　

事　

神
丸　

俊
夫

相
談
役　

大
滝　

栄
吉

今
後
は
新
体
制
の
基
、
下
越
地
区
板

曳
漁
業
の
相
互
の
親
睦
及
び
研
鑽
を
図

る
と
と
も
に
自
ら
が
資
源
管
理
型
漁
業

の
促
進
に
寄
与
し
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
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小
田
　
政
市
　
氏

令
和
六
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
県

漁
連
・
前
代
表
理
事
会
長
の
小
田
政
市

氏
が
令
和
六
年
四
月
二
十
九
日
付
け
で

「
旭
日
小
綬
章
」
が
授
与
さ
れ
、
去
る

五
月
十
三
日
（
月
）
農
林
水
産
省
七
階

講
堂
に
て
勲
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

小
田
氏
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
漁
業

（
福
喜
丸
）
に
従
事
さ
れ
て
以
来
、
約

六
十
余
年
に
わ
た
り
漁
業
に
精
励
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
九
年
に
は
旧
村
上
市
岩

船
港
漁
協
・
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任

し
、
厳
し
い
漁
業
環
境
の
中
、
漁
協
経

営
改
善
に
積
極
的
に
取
組
み
、
健
全
な

る
漁
協
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
二
十
年
四
月
に
は
、
新

潟
県
漁
協
合
併
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

中
・
下
越
地
区
一
〇
漁
協
参
加
の
新
生

「
新
潟
漁
業
協
同
組
合
」
の
誕
生
に
大

き
く
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

寺
泊
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
　

青
木　

仁
夫

就
任
年
月
日

　
　

令
和
六
年
三
月
十
九
日

年　
　

齢　
　

七
十
一
歳

漁
業
種
類　
　

ご
ち
網
漁
業

船　
　

名　
　

春
日
丸

新
組
合
長
紹
介

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

祝

旭
日
小
綬
章

旭
日
小
綬
章

さ
ら
に
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
は

県
漁
連
十
代
目
代
表
理
事
会
長
に
就
任

さ
れ
て
以
降
、
三
期
九
年
の
在
任
期
間

中
に
、
㈠
連
合
会
の
組
織
・
経
営
基
盤

強
化
推
進　

㈡
会
員
漁
協
の
組
織
強
化

（
漁
協
合
併
等
）　

㈢
漁
業
就
業
者
担
い

手
対
策　

㈣
漁
船
海
難
事
故
防
止
対
策

等
、
多
く
の
課
題
・
問
題
に
実
直
に
向

き
合
い
、
問
題
解
決
に
取
り
組
む
な
ど

県
内
の
漁
業
振
興
と
発
展
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ

の
度
の
受
章
に
至
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
小
田
氏
の
更
な
る
ご
活
躍

と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
受
賞
会
場
の
様
子
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人 事 往 来
新潟県水産関係人事異動（令和 6年 4月 1日付）

［水産課］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

農林水産部参事（水産課長） 課長 河 村　智 志
課長補佐兼漁港課課長補佐 統計課長補佐 大 滝　信 道
副参事（団体・企画係長） 副参事（内水面係長） 大 西　健 美
副参事（資源対策係長） 佐渡海区書記長代理 須 藤　洋 介
副参事（内水面係長） 漁港課副参事（計画建設係長） 吉 田　　 稔
調整係長 新潟海区主査 渡 邉　泰 生
調整係主査 食品流通課販売戦略班主査 井 上　佳 孝
資源対策係技師（新採用） 古 澤　千 春
新潟海区書記長代理 増殖環境課主任研究員 岸 原　達 也

［漁港課］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

課長 土木部流域下水道事務所長 高 橋　昌 芳
計画建設係長 内水面水産試験場資源課主任研究員 池 田　大 悟
管理係長 交通政策局空港課政策企画員 長 澤　純 子
管理係主査 教育総務課予算係主査 宮 本　伸 寛
計画建設係主査 上越地域振興局地域整備部主任 上 野　恭 之
管理係主任 管理係主事 岩 野　詩 帆
管理係主事（新採用） 湯 本　　 類

［水産海洋研究所］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

参事（漁業課長） 内水面水産試験場資源課長 大 江　貢 弘
増殖環境課研究員 内水面水産試験場養殖課研究員 大 野　佑 紀
増殖環境課研究員 佐渡地域振興局農林水産振興部振興課技師 松 本　一 輝

［農業総合研究所食品研究センター］
水産加工食品科長兼水産海洋研究所利用加工課長 副参事（調整係長） 渡 辺　寛 子

［内水面水産試験場］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

場長 参事（養殖課長） 佐 藤　　 将
養殖課長 佐渡地域振興局農林水産振興部振興課長 唐木沢　　秀之
資源課長 副参事（資源対策係長） 吉 田　友 和
資源課技術専門幹 場長（役職定年） 米 山　洋 一
養殖課主任研究員 増殖環境課主任研究員 中 嶋　一 惠

［佐渡地域振興局　農林水産振興部］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

振興課長 副参事（団体・企画係長） 野 瀬　　 哲
佐渡海区書記長代理 調整係主査 内 田　直 樹
振興課技師（新採用） 樋 口　敬 人

［転出者］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

国際課東南アジア室長兼ロシア室長 水産課課長補佐兼漁港課課長補佐 小金井　　　一
地域政策課連携調整班政策企画員 管理係長 大 石　　 航
総務事務センター福利厚生室給付係主査 管理係主査 諸 橋　敦 子
三条地域振興局地域整備部治水課主査 計画建設係主査 北 村　宏 樹
十日町地域振興局地域整備部主事 漁港課管理係主事 村 川　梨 沙

［退職］　 旧　所　属 氏　名
漁港課長 須 山　洋 一
水産海洋研究所参事（漁業課長） 池 田　　 徹
水産海洋研究所佐渡水産技術センター技術員 金 子　正 行
内水面水産試験場魚沼支場技術員 諸 橋　　 剛

都市、農山村の人々と交流を深め、活気あるよう漁村をつくろう
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佐
渡
地
域
振
興
局

農
林
水
産
振
興
部
（
水
産
）

振
興
課
　
技
師

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
の
４
月
に
入

庁
し
、
佐
渡
地
域
振
興
局
水
産
庁
舎
の

配
属
と
な
り
ま
し
た
、
樋
口
敬
人
（
ひ

ぐ
ち
け
い
と
）
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
新
潟
市
中
央
区
で
、
信
濃
川

の
近
く
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
幼
少
期

か
ら
河
原
で
よ
く
遊
ん
だ
り
、
釣
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
か

ら
は
遊
び
場
所
は
川
か
ら
も
っ
ぱ
ら
海

へ
と
代
わ
り
、
毎
週
の
よ
う
に
日
和
山

浜
で
友
人
と
雑
談
し
な
が
ら
釣
り
を
し

た
り
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
海
で
遊

ぶ
こ
と
や
釣
り
を
す
る
と
い
っ
た
体
験

を
通
し
て
、
ま
ず
魚
に
興
味
を
も
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
進
学
は
、
一

度
は
工
学
部
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
浪

樋口　敬人

人
期
間
を
経
て
、
自
分
の
興
味
の
あ
る

分
野
と
し
て
魚
類
や
水
産
生
物
に
つ
い

て
学
び
た
い
と
思
い
直
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
水
産
職
員
と
し
て
は
珍
し
く
水

産
専
門
の
大
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

魚
類
に
関
連
し
た
研
究
室
の
あ
る
金
沢

大
学
生
命
理
工
学
類
に
進
学
し
ま
し

た
。
大
学
で
の
研
究
は
直
接
的
に
水
産

に
関
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
水
産
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た

い
、
家
族
の
い
る
地
元
に
戻
っ
て
き
た

い
と
い
う
想
い
か
ら
、
新
潟
県
の
水
産

職
員
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
私
は
現
在
、
佐
渡
で
技
師
と

し
て
、
漁
船
登
録
全
般
に
関
わ
る
事
務

や
佐
渡
漁
業
士
会
の
支
援
、
魚
食
普

及
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

な
ど
の
業
務
を
主
に
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
前
述
し
た
よ
う
に
水
産
専
門
の
大

学
出
身
で
は
な
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
漁
業
者
の
皆
様
、
職
場
や
水
産
関

係
の
先
輩
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
日
々
精
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
佐
渡
ひ
い
て
は
新
潟
の
水
産
業
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
皆
様
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
指
導
普
及
職
員
紹
介
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人 事 往 来
系統団体人事異動

［信漁連］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 6年 6月28日付 執行役員兼総務部長 常務理事兼総務部長 樋 口　雄 一

令和 6年 4月 1日付

業務部 本店総合企画部 森 藤　祐 輝
本店事業企画部 総務部（監査兼審査） 乙 川　貴 子
総務部次長代理（監査兼審査） 総務部次長代理 山 際　浩 治
総務部調査役 業務部主任 広 川　隆 俊
業務部調査役 業務部主任 宇 沢　剛 志

［漁船保険］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 6年 4月 1日付

統括部長 統括次長 金 子　真 吾
統括部　業務課　課長代理 統括部　業務課　主任 長谷川　　　早
統括部　業務課　課長代理 統括部　業務課　主任 本 間　義 基
統括部　総務課　嘱託 統括部　総務課　考査役 澤 田　和 香

［水振協］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 6年 4月 1日付 村上事業所　技術員 新採用 古 田　一 真
村上事業所　技術員 新採用 白 幡　頼 人

［共済組合］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 6年 2月 1日付 新潟県事務所　係長役 鳥取県事務所　総務課　係長 長 戸　芙 文

ＪＦ共水連（全国共済水産業協同組合連合会）との連携強化：損害保険分野において、優れた補償の提供とサービスの向上を図るために、ＪＦ共水連との連携強化を継続してまいります。

【中央支店新潟支社】
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ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
ま
た
、
放
流
等
で
皆
様
に

お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

新
潟
県
事
務
所

令
和
六
年
二
月
に
全
国
合
同
漁
業
共

済
組
合
新
潟
県
事
務
所
へ
異
動
し
て
参

り
ま
し
た
。

入
組
後
は
鳥
取
県
事
務
所
に
て
総
務

経
理
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
職
種
変
更
と
同
時
の
異
動
と
な

り
、
早
い
も
の
で
気
付
け
ば
五
ヵ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
今
後

も
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

長
なが

戸
と

　芙
ふ

文
み

公
益
社
団
法
人
新
潟
県
水
産
振
興
協
会

村
上
事
業
所

令
和
六
年
四
月
よ
り
採
用
さ
れ
、
村

上
事
業
所
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
古

田
一
真
と
申
し
ま
す
。

新
た
な
環
境
で
不
安
も
多
く
あ
る

中
、
職
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
の
も

と
、
少
し
ず
つ
業
務
を
覚
え
ら
れ
る
よ

う
に
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
様
々
な
業
務
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
経
験
を
積
む
こ
と
で
一
年
間

の
流
れ
を
覚
え
、
来
年
以
降
の
業
務
を

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
毎
日
の
業

務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
私

は
「
業
務
一
つ
一
つ
を
正
確
に
行
う

事
」
そ
し
て
「
効
率
良
く
出
来
る
よ
う

に
工
夫
す
る
事
」
の
二
つ
を
目
標
に
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

古
ふる

田
た

　一
かず

真
ま

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
迷
惑
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
早
く
よ
り
多
く
の
業
務
を
覚

え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
三
月
に
山
形
県
の
高
校
を

卒
業
し
、
四
月
よ
り
新
潟
県
水
産
振
興

協
会
村
上
事
業
所
で
技
術
員
と
し
て
採

用
さ
れ
た
白
幡
頼
人
で
す
。

新
た
な
環
境
で
不
慣
れ
な
所
や
分
か

ら
な
い
所
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ

の
事
を
し
っ
か
り
覚
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
生
き
物
相
手
の
仕
事
な

の
で
、
一
年
の
サ
イ
ク
ル
と
、
そ
の

時
々
の
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す

る
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
報

告
、
連
絡
、
相
談
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
取
り
、
積

極
的
に
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し

ま
う
事
は
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

白
しら

幡
はた

　頼
らい

人
と

系
統
団
体
職
員
紹
介

大切な海、美しく豊かに



水 産 に い が た第 448 号　 令和 6 年 7 月発行 （　）18

開
催
内
容

・
鮮
魚
販
売
（
南
蛮
エ
ビ
）

来
場
者
数

約
一
〇
〇
人

【
新
潟
】

名
　
　
称

ク
ロ
マ
グ
ロ
直
売
会

開
催
日
時

令
和
六
年
六
月
十
五
日

開
催
場
所

新
潟
漁
協　

地
魚
工
房
前

開
催
内
容

・
鮮
魚
販
売
（
ク
ロ
マ
グ
ロ
）

来
場
者
数

約
五
〇
〇
人

令
和
六
年

【
一
月
～
六
月
開
催
】

県
内
各
地
区
で
魚
ま
つ
り
の
開
催
や

鮮
魚
販
売
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

【
筒
石
】

名
　
　
称

�

越
後
つ
つ
い
し
大
漁
感
謝
祭
「
鮮
魚

直
売
」

開
催
日
時

令
和
六
年
五
月
三
日

開
催
場
所

糸
魚
川
市　

筒
石
漁
港

県
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

開
催
内
容

・�

鮮
魚
販
売　

素
人
競
り
市
、
浜
焼

き
サ
ー
ビ
ス
等

来
場
者
数

約
六
〇
〇
人
（
推
定
）

【
柏
崎
】

名
　
　
称

か
し
わ
ざ
き
港
さ
か
な
祭
り

開
催
日
時

令
和
六
年
六
月
二
日

開
催
場
所

柏
崎
港
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
夕
海

開
催
内
容

・
鮮
魚
販
売
（
タ
イ
、
ハ
チ
メ
）

・
浜
汁
ふ
る
ま
い
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル

来
場
者
数

約
五
、
〇
〇
〇
人

【
出
雲
崎
】

名
　
　
称

第
十
九
回
大
漁
さ
か
な
ま
つ
り

開
催
日
時

令
和
六
年
五
月
三
日

開
催
場
所

新
潟
漁
業
協
同
組
合

�

出
雲
崎
卸
売
市
場

開
催
内
容

・�

鮮
魚
販
売
、
カ
ニ
鍋
・
エ
ビ
鍋
販

売
・
サ
ザ
エ
の
片
手
つ
か
み
取
り

来
場
者
数

約
三
、
〇
〇
〇
人

【
新
潟
】

名
　
　
称

南
蛮
エ
ビ
直
売
会

開
催
日
時

令
和
六
年
四
月
六
日

開
催
場
所

新
潟
漁
協　

地
魚
工
房
前

未来を拡く、広域漁協
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県
で
は
「
新
潟
県
農
林
水
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
く
基
本
方
針
に
お
い
て
、
県
推
進
ブ

ラ
ン
ド
品
目
（
水
産
）
と
し
て
、
の
ど

ぐ
ろ
（
ア
カ
ム
ツ
）、
南
蛮
エ
ビ
（
ホ
ッ

コ
ク
ア
カ
エ
ビ
）、
錦
鯉
の
３
品
目
を

選
定
し
ま
し
た
。
の
ど
ぐ
ろ
に
つ
い
て

は
、
新
規
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
立
ち
上

げ
に
な
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
検
索
サ
イ
ト
で
は
、
新
潟
と
の
ど
ぐ

ろ
を
関
連
付
け
た
検
索
が
多
く
調
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
上
手
に

活
用
す
る
こ
と
で
新
潟
県
産
水
産
物
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
潟
県
の
の
ど
ぐ
ろ
は
、
漁
獲
量
で

は
主
産
地
で
あ
る
島
根
県
、
山
口
県
な

ど
に
及
び
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
の
漁
業

種
類
に
お
い
て
も
日
帰
り
で
操
業
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
漁
獲
物
は
当
日
中
に

水
揚
げ
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
鮮

度
面
で
は
主
産
地
よ
り
も
有
利
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
漁
獲
量
の
少
な
い
新

潟
県
で
は
、
鮮
度
面
の
み
の
ア
ピ
ー
ル

だ
け
で
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
薄
い
こ
と
か

ら
、「
新
潟
県
＝
の
ど
ぐ
ろ
」
を
イ
メ
ー

ジ
付
け
る
牽
引
役
が
必
要
で
す
。
こ
れ

に
あ
た
り
漁
業
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取

り
等
を
行
っ
た
結
果
、
県
内
の
一
部
の

地
域
、
漁
法
で
は
、
高
鮮
度
の
大
型
の

ど
ぐ
ろ
を
鱗
の
剥
が
れ
の
な
い
水
揚
げ

し
て
お
り
、
市
場
に
お
い
て
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
の
ど

ぐ
ろ
を
新
潟
県
産
の
ど
ぐ
ろ
の
イ
メ
ー

ジ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
し
、
関
係
漁
業
者
と
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
新
ブ
ラ
ン
ド
の
規
格
は
以
下
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

①
４
０
０
ｇ
以
上

②
特
定
の
漁
業
種
類
に
よ
っ
て
漁
獲
さ

れ
た
も
の
（
は
え
縄
：
村
上
市
岩
船

港
、
桑
川
漁
港
、
刺
網
：
糸
魚
川
市

筒
石
漁
港
の
指
定
漁
船
）

③
魚
体
に
素
手
で
触
れ
な
い
こ
と

④
漁
獲
後
か
ら
氷
冷
し
、
魚
体
に
氷
が

直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
荷
造
り
を
施

し
た
も
の

名
称
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
か
ら
の

発
案
を
元
に
、
海
か
ら
揚
が
っ
て
く
る

鱗
の
剝
が
れ
一
つ
な
い
美
し
い
の
ど
ぐ

ろ
を
宝
に
例
え
た
「
美
宝
（
び
ほ
う
）」

に
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
の
ど
ぐ
ろ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

目
指
す
姿
は
、「
の
ど
ぐ
ろ
を
食
べ
に

新
潟
へ
」
と
設
定
し
て
お
り
、
県
外
の

観
光
客
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
県
外
在

住
者
の
目
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
新
ブ
ラ
ン
ド
の
お
披
露
目
会
を

６
月
17
日
、
東
京
都
・
八
芳
園
に
て
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
首
都
圏
、
新
潟
か

ら
多
く
の
報
道
関
係
者
、
食
に
関
す
る

雑
誌
編
集
部
等
が
来
場
し
、
花
角
知
事

に
よ
る
新
ブ
ラ
ン
ド
名
発
表
、
県
推
進

ブ
ラ
ン
ド
品
目
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
発

表
、
美
宝
の
試
食
な
ど
が
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

美
宝
の
対
象
と
な
る
漁
船
（
漁
業

者
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
規
格
に
合
致

す
る
対
象
者
の
掘
り
起
こ
し
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な

面
で
課
題
も
出
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
美
宝
が
新
潟
県
を
代
表
す
る
ブ

ラ
ン
ド
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
改
善
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
規
格
の
ど
ぐ
ろ
お
披
露
目
会
に
つ
い
て
（
新
潟
県
産
高
規
格
の
ど
ぐ
ろ
に
つ
い
て
）

合成洗剤追放運動を地域ぐるみで実行しよう
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れ
ま
せ
ん
が
、
２
０
１
１
年
以
降
、
資

源
量
指
標
値
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
漁

獲
量
は
１
０
０
０
ト
ン
代
で
推
移
し
て

い
ま
す
（
水
産
庁 

２
０
２
２
）。

新
潟
県
で
は
、
１
９
９
１
年
に
10
万

ト
ン
を
超
え
る
漁
獲
が
あ
り
ま
し
た

が
、
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
10
ト
ン

代
ま
で
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。
２
０

１
２
年
以
降
、
ま
と
ま
っ
た
漁
獲
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
年
は
佐
渡
と

県
南
部
の
定
置
網
漁
業
で
マ
イ
ワ
シ
を

多
く
漁
獲
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年

の
５
月
ま
で
の
定
置
網
で
の
漁
獲
量
は

３
８
５
ト
ン
と
な
り
、
２
０
１
６
年
に

次
ぐ
漁
獲
量
と
な
る
見
込
み
で
す
。
水

揚
げ
が
多
い
の
は
２
月
か
ら
４
月
で
、

小
型
の
個
体
が
多
く
漁
獲
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

と
ま
っ
た
漁
獲
と
な
っ
た
要
因
を

考
え
て
み
る
と
、
マ
イ
ワ
シ
の
通
常
の

生
息
水
温
は
10
℃
か
ら
20
℃
で
（
増
田 

１
９
９
４
）、
産
卵
場
の
水
温
は
16
℃

２
０
２
３
年
頃
か
ら
マ
イ
ワ
シ
の
漁

獲
増
や
大
量
死
の
話
題
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
県
で
も
、
２

０
２
３
年
２
月
に
県
南
部
で
大
量
の
マ

イ
ワ
シ
が
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
マ
イ
ワ
シ
の
近

年
の
漁
獲
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。マ

イ
ワ
シ
は
、
漁
獲
量
が
著
し
く
変

動
す
る
魚
種
で
あ
り
、
１
９
８
０
年
代

に
漁
獲
量
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

太
平
洋
側
で
は
、
２
５
０
万
ト
ン
を
、

日
本
海
側
で
も
１
０
０
万
ト
ン
を
超
え

る
漁
獲
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
急

速
に
減
少
し
、
２
０
０
０
年
代
に
な
る

と
資
源
水
準
は
極
め
て
低
い
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
太
平
洋
側
で
は

２
０
１
０
年
以
降
増
加
傾
向
に
転
じ
、

２
０
２
０
年
代
の
日
本
の
太
平
洋
側
の

漁
獲
量
は
50
万
ト
ン
前
後
を
推
移
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
日
本
海
側
で
は
、
太

平
洋
側
ほ
ど
の
顕
著
な
増
加
は
認
め
ら

大
変
動
を
繰
り
返
す
魚
「
マ
イ
ワ
シ
」

新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所

樋
口
　
正
仁
・
佐
藤
　
　
修

か
ら
22
℃
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
高
須
賀 

２
０
０
７
）。
２
０
２
４
年
２
月
か
ら

３
月
の
新
潟
県
沖
の
表
層
水
温
は
11
℃

程
度
で
し
た
。
ま
た
、
過
去
の
沖
合
域

の
イ
ワ
シ
の
分
布
量
調
査
結
果
を
み
る

と
、
３
月
で
は
新
潟
県
沖
を
含
む
北
緯

38
度
付
近
の
分
布
量
が
多
く
な
り
、
そ

の
後
、
北
上
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
（
和
田 

１
９
９
８
）。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
資
源
量
が
増
加
傾
向
の
中

で
、
２
月
か
ら
４
月
で
は
、
産
卵
の
た

め
で
は
な
く
、
適
水
温
と
な
っ
た
新
潟

県
沖
に
マ
イ
ワ
シ
が
来
遊
し
、
漁
獲
さ

れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

次
に
、
今
後
の
漁
獲
量
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。
近
年
の
漁
獲
量
は
、
１

９
９
０
年
頃
の
大
量
漁
獲
と
比
べ
る
と

１
０
０
分
の
１
以
下
で
推
移
し
、
資
源

水
準
と
し
て
は
低
い
評
価
の
ま
ま
で

す
。
過
去
の
大
量
漁
獲
時
の
よ
う
な
兆

候
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
急
激
に
資
源
が
増
加

す
る
可
能
性
は
小
さ
い
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。
当
研
究
所
と
し
て
は
、
今

後
も
調
査
を
継
続
し
、
資
源
や
漁
獲
動

向
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
イ
ワ
シ
資
源
の
大
変
動
は
、
北
太

平
洋
の
気
候
変
動
と
の
関
係
や
、
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
等
の
他
魚
種
と
関
連
し
た

魚
種
交
代
現
象
と
し
て
捉
え
る
研
究
例

が
あ
り
ま
す
（
高
須
賀 

２
０
０
７
）。

さ
ら
に
、
地
球
の
磁
場
強
度
と
の
関
係

を
分
析
し
た
研
究
も
あ
り
ま
す
が
（
爲

石
・
八
木 

２
０
２
３
）、
餌
生
物
や
捕

食
関
係
等
の
自
然
環
境
要
因
が
資
源
の

急
増
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か

は
未
解
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
謎
の
多

い
マ
イ
ワ
シ
で
す
が
、
末
永
く
海
の
恩

恵
を
あ
ず
か
る
に
は
、
変
動
す
る
資
源

を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

図
　�

新
潟
県
の
定
置
網
漁
業
に
お
け
る
マ

イ
ワ
シ
の
漁
獲
量

気象聞いたか、備えはよいか



水 産 に い が た 令和 6 年 7 月発行 　第 448 号（　）21

水　　揚　　情　　報
令和 6年 5月末現在� 単位：（㎏，％）

水揚市場
区分 水揚合計 新潟 岩船 山北 寺泊 出雲崎 上越 佐渡

R5.12月～R6.5月
累計 5,345,643 1,581,763 327,134 323,468 204,347 95,599 604,540 2,208,792

R4.12月～R5.5月
累計 6,709,746 2,732,473 413,759 385,750 160,458 85,518 733,655 2,198,133

増減（㎏） -1,364,104 -1,150,711 -86,625 -62,282 43,889 10,081 -129,115 10,659

前年対比（％） 80% 58% 79% 84% 127% 112% 82% 100%

地区別魚種ランキング12月～ 5月
� 前年対比：増加⬆　横ばい➡　減少⬇
新　潟 寺　泊

区　分
魚種ランキング

漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 べにずわい 454,680 ⬇ 1 まあじ 96,382 ⬆
2 さごし 159,007 ⬆ 2 まだい 13,333 ⬆
3 ふぐ 102,030 ⬆ 3 ひらめ 12,984 ➡
4 まだら 91,405 ⬆ 4 まだら 11,496 ⬆
5 あじ 63,744 ⬇ 5 そうはち 6,844 ⬇

岩　船 出雲崎
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 まだら　 95,653 ➡ 1 まだら 43,894 ⬆
2 まあじ 27,007 ⬆ 2 かれい 12,730 ⬇
3 するめいか 26,139 ⬆ 3 さざえ 8,823 ⬆
4 ひらめ 20,902 ⬆ 4 ずわいがに 6,614 ➡
5 いなだ 11,552 ➡ 5 すけそうたら 2,970 ⬆

山　北 上　越
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 まだら 47,076 ⬇ 1 まだい 91,258 ⬇
2 ひらめ 33,753 ⬆ 2 にぎす 78,394 ⬇
3 ずわいがに 25,101 ⬆ 3 まあじ 57,105 ⬇
4 たい 17,863 ⬇ 4 さば 43,450 ⬇
5 あじ 15,617 ➡ 5 うすめばる 31,465 ⬇

佐　渡
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 いわし類 441,499 ⬆
2 さば 279,665 ⬆
3 いなだ 272,814 ⬆
4 ぶり 151,030 ⬇
5 あじ 149,110 ⬇

競争から共存共栄へ
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令
和
五
年
度
漁
船
海
難
遺
児
募
金
と

し
て
次
の
方
々
か
ら
善
意
の
募
金
を
戴

き
ま
し
た
。

● 

佐
渡
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

�

四
三
、
〇
五
八
円

● 

羽
吉
浜
漁
業
協
同
組
合

�

二
、
二
〇
〇
円

● 

新
潟
漁
業
協
同
組
合

　

五
十
嵐
浜
支
所

�

四
、
〇
四
六
円

● 

東
水
会
会
員
一
同

�

一
〇
六
、
五
六
五
円

● 

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　

新
潟
支
店

�

八
、
〇
〇
〇
円

● 

日
本
漁
船
保
険
組
合
新
潟
県
支
所

�

九
、
〇
〇
〇
円

● 

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会

　

新
潟
支
所

�

三
、
一
六
〇
円

善
意
の
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

善
意
の
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

● 

新
潟
県
水
産
振
興
協
会

�

一
四
、
〇
〇
〇
円

● 

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

　

新
潟
県
事
務
所

�

二
、
〇
〇
〇
円

● 

共
水
連
北
陸
事
業
本
部
新
潟
支
店

�

五
、
〇
〇
〇
円

● 

新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

�

二
二
、
九
五
八
円

合
計
二
十
一
万
九
千
九
百
八
十
七
円

を
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に
送
金
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
方
か
ら
の
善
意
の
募
金
は
、
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
の
奨
学
生
に
対
し

て
貴
重
な
学
費
の
一
部
と
し
て
定
期
的

に
送
金
さ
れ
て
お
り
、
大
切
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
漁
船
海
難
遺

児
募
金
へ
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
２
０
２
５
年
度
を
初
年
度

と
す
る
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
次
期
運
動
方
針

（
本
年
12
月
４
日
開
催
Ｊ
Ｆ
全
国
代
表

者
集
会
で
最
終
決
定
予
定
）
に
か
か
る

組
織
協
議
案
（
現
行
運
動
方
針
の
振
り

返
り
・
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
情

勢
と
現
状
・
課
題
認
識
・
次
期
運
動
方

針
に
お
け
る
基
本
的
考
え
方
・
具
体
的

な
取
組
事
項
）
を
県
内
会
員
漁
協
に
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
員
漁
協
か
ら
の
説
明
等
ご
要
望
が

あ
れ
ば
本
会
役
職
員
が
積
極
的
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
に
お
い
て
は
現
行
運

動
方
針
を
再
度
ご
確
認
い
た

だ
き
、
所
属
漁
協
へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
綱
領

わ
た
し
た
ち
Ｊ
Ｆ
の
め
ざ

す
も
の

一
、�

海
の
恵
み
を
享
受
す
る

す
べ
て
の
人
々
と
と
も

に
、
海
を
守
り
育
み
、
次
代
へ
引

き
継
ご
う
。

一
、�

食
料
供
給
の
担
い
手
と
し
て
、
安

全
・
安
心
・
新
鮮
な
水
産
物
を
提

供
し
よ
う
。

一
、�

都
市
・
農
山
村
の
人
々
と
交
流
を

深
め
、
活
気
あ
る
漁
村
を
つ
く
ろ

う
。

一
、�

Ｊ
Ｆ
の
利
用
・
参
加
に
よ
っ
て
、

協
同
の
成
果
を
高
め
よ
う
。

一
、�

自
主
・
自
立
、
民
主
的
運
営
を
基

本
に
、
Ｊ
Ｆ
を
健
全
に
経
営
し
よ

う
。

一
、�

協
同
の
理
念
を
学
び
、
実
践
を
通

じ
て
共
に
生
き
が
い
を
追
求
し
よ

う
。

次
期
運
動
方
針
に
か
か
る
組
織
協
議
の

実
施
に
つ
い
て
（
県
漁
連
よ
り
）

漁場環境の保全と豊かな漁村づくりを推進しよう
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漁 船 情 報
漁船リース事業　事業承継者募集について

〇下記漁船で事業承継していただける漁業者さんを募集しています。
漁船購入を検討している漁業者さんや独立を検討している漁業者さん
下記の漁船で操業を考えてみませんか。

※国の補助事業、漁船リース事業を活用しておりますので別途条件がございます。
詳細についてはお問合せ下さい。

漁船の要目
船 名 第八豊栄丸（令和 4年 6月末まで稼働実績）
漁船登録番号 NG2-2093（板びき網漁業、こぎ刺網漁業）
船 質 軽合金
総 ト ン 数 6.2トン
主 要 寸 法 12.18m×2.88m×1.20m
造 船 所 東和造船株式会社（新潟県新潟市）
進 水 年 月 昭和61年 6 月（船齢38年）
機 関 製 造 者 三菱重工エンジン＆ターボチャージャ㈱
推 進 機 関 ディーゼル355kw　S6M4-T2MTKL（機齢 3年）
主 要 設 備 オートパイロット、レーダー、GPS、魚探、無線、AIS

問い合わせ先　　（一社）新潟県漁業リース協会　TEL 025-243-3681（県漁連内）

みんなで築こう浜の信頼　漁協合併！
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新潟海上保安部

①①近近年年のの漁漁船船海海難難のの発発生生状状況況

②②事事故故のの傾傾向向とと対対策策

おお 知知 らら せせ

4件

新潟県内での漁船海難が、昨年は９件発生しており、一昨年より少なくなっ

ているものの、今年は６月末時点で既に４４件件（（昨昨年年のの同同時時期期にに比比べべてて１１件件
多多くく））発生しています。
また、毎年のように転覆事故や１人で乗船している時に船内で負傷し、運航

できなくなる事故が発生しています。

今年、新潟県では、漁船同士の衝衝突突事故、転転覆覆事故及び洋上での作業中の
負負傷傷事故が発生しており、いずれも１人で乗船している時に発生しています。
これらは、船上で作業をしながら移動している時に、見張りが不十分となって

発生するなど、基基本本的的なな安安全全意意識識のの欠欠如如によるものと見受けられます。
単独での乗船中に事故が発生する傾向が見られるので、可能な限り複複数数名名
ででのの行行動動を心がけていただくほか、万が一落水した場合や船上で負傷し動け
なくなった場合に備え、救救命命胴胴衣衣のの着着用用や
救救助助依依頼頼がが出出来来るる工工夫夫をお願いします。

新新潟潟県県内内のの漁漁船船海海難難発発生生状状況況

4件
6件

9件

【【問問合合せせ先先】】

新新潟潟海海上上保保安安部部 交交通通課課
℡℡ 002255--224444--11000088

14件
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税
関
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
脅
か
す
不
正
薬
物
や

銃
器
な
ど
の
密
輸
を
撲
滅
す
る

た
め
に
日
々
取
締
を
行
っ
て
い

ま
す
。

国
を
跨
い
だ
人
や
モ
ノ
の
流

れ
が
活
発
化
し
て
い
る
中
で
、

令
和
五
年
に
不
正
薬
物
の
摘
発

件
数
は
八
百
十
五
件
、
約
二
千

四
百
六
キ
ロ
が
押
収
さ
れ
、
こ

の
量
は
過
去
２
番
目
の
多
さ
で

あ
り
、
極
め
て
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
で
摘
発
さ
れ
る
不

正
薬
物
や
拳
銃
の
ほ
と
ん
ど
が

海
外
か
ら
の
密
輸
品
で
す
。
過

去
に
は
沖
合
で
積
み
替
え
ら

れ
、
海
岸
や
漁
港
で
陸
揚
げ
さ

れ
る
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
税

関
で
は
、
更
な
る
水
際
で
の
取

締
強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

新
潟
県
の
長
い
海
岸
線
の
全

て
を
取
締
ま
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
沿
岸
部
に
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
漁
業
関
係
者
の
皆
様
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

身
の
回
り
で
何
か
不
審
な
こ

と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
新
潟

税
関
支
署
（
〇
二
五
―
二
四
四

―
九
三
一
四
）
又
は
密
輸
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

税関から漁業関係者の皆様へのお願い
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